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た，実生検定法から能代市，大仙市，
湯沢市の 3 系統が Pro197 置換系統で
あることが推定され，実際に ALS 遺
伝子を解析したところ，3 系統ともに
Pro197Ser 置換系統であったことから，
実生検定法の推定と一致した。これら
の結果から，実生検定法は ALS 阻害剤
抵抗性の検定方法として有効であり，
また，交差抵抗性の差異を利用してア
ミノ酸置換部位の推定も可能であった。

本試験で供試した秋田県内の系統
および既報（Uchino et al. 2007）に
おける秋田県内の系統の採取地点を
図 -4 に示した。これまで秋田県にお
ける SU 抵抗性雑草の発生状況は，県
央部と県南部で多く，県北部では比較
的少ないとされていた。これは県北部
では県内でも特に気温や水温が低く，
雑草が長期にわたって発生すること
から，SU 剤のみに頼らず，初期剤と
中期剤による体系処理が従来から行わ
れてきたためと考えられていた（田口 
2003）。しかし，本試験の結果，県北
部においても抵抗性イヌホタルイが存
在することが明らかとなった。秋田県
の SU 抵抗性雑草の対策としてはピラ
クロニルやブロモブチド，ベンゾビ

シクロン等の抵抗性対策成分の入った
除草剤の使用や適期散布が指導されて
いる。実際の除草剤散布においても抵
抗性対策成分の入った除草剤が使用さ
れてきたが，本試験の結果からは，県
内での抵抗性バイオタイプの発生が全
県的に拡大している可能性が考えられ
る。本試験で明らかとなった抵抗性バ
イオタイプはいずれも Pro197Ser 置換
系統であり，新規 ALS 阻害剤が有効
であったが，ALS 阻害剤抵抗性雑草
の発生状況については，防除に影響す
るアミノ酸置換部位の推定も含めて今
後も継続的にモニタリングを行うこと
が重要と考えられる。

おわりに

実生検定法は，除草剤反応による交
差抵抗性の差異を利用して，高度な実
験設備を必要とせずに，ある程度のア
ミノ酸置換の推定が可能であり，本試
験結果のように ALS 阻害剤抵抗性バ
イオタイプの実態把握に一定の有効性
があると考えられる。また簡便な実生
検定法の活用により，高度な実験設備
と手法を必要とする ALS 遺伝子の解
析の効率化につながることが期待され
る。さらに，農耕地の雑草管理手法と
しても有効成分の有用な情報が得ら
れ，適切な除草剤の選択の一助となる。
今後は，多様な変異系統について実生
検定法の適用性を確認するとともに，
他草種への適用も検討し，検定可能な
アミノ酸置換部位の確認や置換アミノ
酸の推定方法の検討，雑草種の適用範

囲の拡大を通じて実生検定法を更に改
善していく必要がある。
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図-4 秋田県内のALS阻害剤抵抗性イヌホタルイの発生実態
1)図中のTrp574変異は既報（Uchino et al. 2007)より引用。

図 -4　  秋田県内の ALS 阻害剤抵抗性イヌホ
タルイの発生実態

1)  図中の Trp574 変異は既報（Uchino et al . 
2007) より引用。
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統計データから  水田作経営における作付面積規模別の経営費 

2019 年 12 月 6 日，農業経営統計調査による平成 30 年の個別経営の経営収支が公表さ
れた。そのなかから，水田作経営における延べ作付面積規模別の経営費を抜き出して，表に

示した。

経営費のなかで各費目の占める割合を見てみると，どの規模においても，「農機具」の比

率が最も高く，約 25％を占めている。「肥料」の占めるは 8～13％であるが，2～3ha 以上
規模では 10％を超え，15～20ha規模で最も高く 13％となっている。「農業薬剤」は 6～9％
で「肥料」を下回り，0.5未満～1haの小規模では 6％であるが，それ以上の作付面積では
8％とほぼ一定の割合となっている。 

0.5ha 未満～1ha 規模では，「農機具」に次いで「農用自動車」，「作業委託料」の占める
割合が高い。

一方，7ha以上の規模になると，「支払地代」の占める割合が 8％になり，30ha以上では
12％と大きな比重占めている。また，「農業雇用労賃」も 20ha規模で 6％，30ha以上の大
規模では 11％を占めるようになる。 
なお，表では省いたが，「その他」の費目（動物，飼料，諸材料，包装荷造・運搬料金等）

があり，各規模とも 15％の割合となっている。 （K.O） 

0.5ha未満 計 農 機 具 農用自動車 作業委託料 農用建物 肥料 種苗・苗木 光熱動力 農業薬剤

（147経営体※） 679 170 (25) 78 (11) 56 (8) 53 (8) 51(8) 45 (7) 42 (6) 38(6)

0.5～1.0ha 計 農 機 具 作業委託料 肥料 農用建物 農用自動車 農業薬剤 光熱動力 賃借料

（184経営体※） 1,052 281 (27) 96 (9) 86 (8) 85 (8) 72(7) 67 (6) 62 (6) 61 (6)

1.0～2.0ha 計 農 機 具 肥料 農業薬剤 光熱動力 賃借料 農用自動車 作業委託料 農用建物

(219経営体※） 1,716 471 (27) 160 (9) 129 (8) 118 (7) 116 (7) 100 (6) 99 (6) 98 (6)

2.0～3.0ha 計 農 機 具 肥料 農業薬剤 光熱動力 賃借料 農用建物 種苗・苗木 農用自動車

（116経営体※） 2,551 665 (26) 254 (11) 213 (8) 201 (8) 166 (7) 146 (6) 123 (5) 117 (5)

3.0～5.0ha 計 農 機 具 肥料 農業薬剤 賃借料 光熱動力 支払地代 種苗・苗木 農用建物

（117経営体※） 4,138 1,126 (27) 448 (11) 347 (8) 309 (7) 280 (7) 254 (6) 189 (5) 179(4)

5.0～7.0ha 計 農 機 具 作業委託料 肥料 農業薬剤 賃借料 光熱動力 種苗・苗木 農用建物

（72経営体※） 6,223 1,455 (23) 654 (11) 516 (8) 494 (8) 453 (7) 400 (6) 229 (4) 212 (3)

7.0～10.0ha 計 農 機 具 肥料 支払地代 農業薬剤 光熱動力 賃借料 種苗・苗木 農用建物

（103経営体※） 9,691 2,608 (27) 1,019 (11) 797 (8) 784 (8) 607 (6) 517 (5) 486 (5) 414 (4)

10.0～15.0ha 計 農 機 具 肥料 支払地代 農業薬剤 賃借料 光熱動力 農用建物 種苗・苗木

（98経営体※） 12,236 3,236 (26) 1,274 (10) 1,032 (8) 985 (8) 894 (7) 739 (6) 555 (5) 525 (4)

15.0～20.0ha 計 農 機 具 肥料 賃借料 農業薬剤 支払地代 光熱動力 農用建物 種苗・苗木

（61経営体※） 13,937 2,727 (20) 1,745 (13) 1,493 (11) 1,233 (9) 1,176 (8) 822 (6) 591 (4) 533 (4)

20.0～30.0ha 計 農 機 具 肥料 支払地代 農業薬剤 賃借料 農業雇用労賃 光熱動力 農用建物

（86経営体※） 22,232 5,046 (23) 2,356 (11) 1,992 (9) 1,776 (8) 1,585 (7) 1,367 (6) 1,310 (6) 915 (4)

30.0ha以上 計 農 機 具 支払地代 農業雇用労賃 肥料 農業薬剤 賃借料 種苗・苗木 農用建物

（93経営体※） 40,095 8,329 (21) 4,759 (12) 4,246 (11) 4,018 (10) 3,245 (8) 2,738 (7) 1,951 (5) 1,499 (4)

※は調査対象経営体数
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経営費のなかで各費目の占める割合を見てみると，どの規模に
おいても，「農機具」の比率が最も高く，約 25％を占めている。「肥
料」の占めるは 8 ～ 13％であるが，2 ～ 3ha 以上規模では 10％
を超え，15～20ha規模で最も高く13％となっている。「農業薬剤」
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